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束工取は商品 

孝一卜甘車キサスーて．インタヤミディ羊†ト）原  

油を土壌濱昂幕菩ナ卑㌻ダニ，てマ干やンタイル  

取引所（N℃ME落）ノ申ヰ億軍3昨夜で、。／束工  

きっこう 取のア癌41牙枚が凝睾．ます。12001年は括抗し  
てりた鼠僅の押し㌢ドご呵食属取引所虻岬鉦  

キ手釣l；勤0万狭紛寒を？け．まごレた。 

東工取は20q写年針片身日に軽油を追加上場  

しJrガリリンスタ・字ドが擾う重要て3屈がそろ  

∨ナました章釦輿璃庚選商品もあtり、■・束工取  

の地位峠さ郎声高射りtそうです占・中部南牧も  

石油製品で息を吹き返尤宣・国内シェアは2位  

に渾土．しまレた。・．・軍pO4年土月経榛軽坤を上場  

し新緑，1寿博打束京穀物商品取引所．（東穀  

取）■をはじめ，1三．農産物を上場する取引所笹勢  

Vラが象七昭は気踵密かみと声考ですポ  

数の商品取引所草替りこ1拒  
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「てき■‡仁；二〕汗；こ  

てご執資頗姦短絶入軒酪に紡醜如  

してき草した。画廃標準扮市場を弾み首帝  

細引所舶改立袴業も進んで噂鰐勒 ハハr－．   
商品畢固珊を革帯琴を換え溌がら臥新たな ・、■  

発展に向けた歴史的な転換点に差し掛かって  

慰、ると隕）えるでふ華うb、・∴ rい′・、小・…  

全国商品取引所連合会によると、2003年1  

～8月の国内7取引所の合計出来高（オプシ  

ョンを除く）は前年同期比13．8％増の約1億  

427万故に上り、年間では5年連続で過去最  

高を更新する勢いです。成長の原動力は東工  

取が1999年7月、中部商品取引所（中部南牧）  

が2000年1月に上場した石油製品です。   

今年1～8月の両取引所の合計出来高の伸  

び率はガソリンが35．8％、灯油は15．2％に達  

しました。商品別のランキングでもそれぞれ  

1、3位です。2003年はイラク戦争の影響も  

あって値動きが荒く、個人投資家の日が石油  

製品に向いています。市場が成長してきたこ  

とで当業者の参加比率が7～8％に高まり、  

現物スポット相場との連動性も生まれてきま  

した。  

＝東正取を筆頭蛙も率日本市場の成長ほ、、：外  

資や国内異業種を呼び込あ一類と：頓てV－ます。  

今年β月かあ至即；かけ冨進申計画が相次い  

で明らかになやまもた壷！こ仏金融素手のソシュ  

テ十ギヰ凍ラ少は東正取1・束穀取などでイ取  

次ぎ」、・資格を取得．阜凍心た占二日輿コ∵デイア  

ルグルブザ傘下や雄・f㌢努「ネット証券会社、 
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日輿ピーンズ証券もやはり、華雫幣轡賢 

資格を得る方針です。パナマに本拠を置く国  

際線合聯噛ル密㊨ヰ～ル身埼グル                                        tヽ                             ㌔二  
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該≒キー  
Fて、な∴J■  

ん’した揚合で  

う，に証拠金全 ‖＝  （大阪市）に資本参加し、・腰骨に参画します。  

異革種の本格参入は1980年代後半から90年代  

「J′ゝこノ昔 半ばだかけての総合商社の子会社方式による＿  

参入以来です。   

日興ビ「ンズ証券の沼口秀一社長は参入の  

理由キしでil与商鼻先物甲値動きの大きさと流  

動性の高さを指摘レてヤ、ま・す。 

三く∴ 

額を取引所た預けたり、建玉を他の商取会社  

に移す「トランスファー制度」を導入したり  

することがテーマになっています。取引所か  

ら都立レやアウトノ．）ウス型甲クリアリ㌢グハ  

ウネニ（疇筆横構）り哉温も認める方向です。  

日本の商品先物市場はこの10年1預り委託  

証拠金5，000億円の壁を大きく超えられず、  

委託者も10万人強で頭打ちになっています。  

確かに出来高は市場の成長を示していますが、  

その質はなお、改善の余地が大きいといえま  

す。欧米市場のように多彩な層の資金が流入  

し、価格も国際指標として認知されるように  

なるには、国内外の当業者や金融機関の参加  

が欠かせません。   

長年の課題を克服する変化の芽は着実に育  

っています。法改正がそれを後押ししようと  

しています。このような法改正は痛みを伴う  

かもしれませんが、日本市場が世界市場と対  

等を埠位を築くには避けて通れない道なりです。  

ただ、新親参入がさらに広がれば、既存の  

商品取引令社にとっては脅威にをります。商  

品先物の委託手数料は2004年末に完全自由化  

されます。70年代に自由化した米国の例から  

も明らかなように、手数料の引き下げ競争力予  

起こることが確実視されます。収益の8～9  

剖を依存している手数料の下落で収益が悪化  

したところに外資や異業種が参入してくれば、  

業界再編は避けられないでしょう。事実、シ  

カゴ・マーカンタイル取引所（CME）では  

手数料自由化ら；よって、加盟する商取会社り  

80％以上が消え、主役は新規参入してきた金  

融機関に移ったといわれています。   

商取法の6年ぶりの∴．  

抜本的な改正作業も進  
の世界の商品先物取引所の出来高ランキング  

lニューヨーク・マーカンタイル取引所（NYMEX）  107，304，730  
んでいます。経済産業  

省と農林水産省は今回 

の改正のポイントを、  

取引のセーフティーネ．・さこ  

ツトを拡充して投資家ミ  

の保護を徹底することヾ 

に置いています。資金 

規模の大きな国内外の 

2東京工業品取引所（TOCOM）  75，413．190  

3 ロンドン金属取引所（LME）  56，303，刀9  

4シカゴ商品取引所（CBOT）  54，097，492  

5 ロンドン国際石油取引所（lPE）  30，233，664  

6 中部商品取引所（C－COM）  30，011，863  

7東京穀物商品取引所（TGE）  吼670，931  

8 ニューヨーク商品取引所（NYBOT）  14，O19，762  

9上海期貨交易所  12，173，087  

10シカゴ・マーカンタイル取引所（CME）  6．798，988  
F】A資料から  
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